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研究概要 

 
この研究は、私たちの生活に被害をもたらすカメムシが嫌がる植物を特定することを目的としている。ペットボトル及び精油を

染み込ませたガーゼを用いた実験を行い、カメムシの忌避反応の測定を行った。その結果、スペアミント、ペパーミント、レモ

ングラス、マツに対して忌避反応を示すことが確認された。特に先行研究からスペアミントに含まれる「カルボン」が忌避効果

に関与している可能性が考えられるため、スペアミントと他の植物の間の忌避反応の差を分析したところ、スペアミントはスギ、

ヒノキ、ユーカリより有意に忌避効果が強かったが、ペパーミント、レモングラス、マツとの差は有意ではなかった。今後の課題

として、標本数の増加や精油の成分分析を行い、より精度の高い結果を得ることが必要とされる。本研究は、自然由来の忌避

方法の可能性を示し、農業や日常生活におけるカメムシ対策に貢献することが期待される。また自然由来の成分なので人体

にも負担が少なく、幼児が安全に使える虫除け剤の開発への貢献も期待できる。 

 

Abstract 

The purpose of this study was to identify plants that are repelled by stink bugs, which cause damage to our lives. We conducted 

experiments using plastic bottles and gauze soaked with essential oil to measure the repellent response of stink bugs. As a result, 

it was confirmed that repellent reactions were observed for spearmint, peppermint, lemongrass, and pine. The repellent response 

of spearmint was significantly stronger than that of cedar, cypress, and eucalyptus, but not significantly different from that of 

peppermint, lemongrass, and pine, suggesting that the carvone contained in spearmint may be responsible for the repellent effect 

of spearmint. However, there was no significant difference between spearmint, peppermint, lemongrass, and pine. We need future 

work  to increase the number of samples and to analyze the composition of essential oils to obtain more accurate results. This 

study is expected to demonstrate the potential of naturally occurring repellent methods and to contribute to the prevention of stink 

bugs in agriculture and daily life. In addition, since the ingredients are derived from nature, they are less harmful to the human 

body and are expected to contribute to the development of insect repellents that can be safely used by young children. 
 

 

第１章 序論 

 

１.１ 研究の背景 

 暖かくなるとカメムシが姿を表すようになる。それと同時に私たちの生活の中で、授業中に侵入して授業が中断されたり、洗

濯物にくっついたり、または農業、特に果物において作物が傷つけられたりとカメムシによる被害が見られるようになる。そこで

これらへの対策として特定の植物にはカメムシが嫌がる匂いをもつものがあり、その成分を特定することを課題とした。 

 １.２ 先行研究 

 先行研究では、京都府立園部高等学校の研究で、カルボンを含むスペアミントで忌避反応を起こすという結果と、その研究

を踏まえて行なった秋田県立横手高等学校の研究[1]のカルボンも分類されるテルペン類を含む植物で同様の実験を行い、

それらに忌避反応を起こすものと起こさないものがあったという結果があった。 

 
 ＊モノテルペン[2]  バラや柑橘類のような芳香を持ち、香水などにも多用される香気成分 

 ＊テルペン[2]    イソプレンを構成単位とする炭化水素で、植物や昆虫、菌類、細菌などによって作り出される生体物 

園部高校の研究は論文が見つからなかったが秋田県立横手高校の論文に記載されていた実験を行う装置はコップほどの大

きさのもので、また、植物の精油を染み込ませたろ紙と水を染み込ませたろ紙の距離が近いように感じた為、そこで改善でき

ることはないかと考えた。そこで私たちはペットボトルを用いて実験装置を製作した。 
（川﨑） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：秋田県立横手高校が作成した実験装置 [3] 

 

第 2章 研究内容 

 
2.1 目的や内容 
私たちは、身近な植物の精油を用いて、カメムシが嫌がる匂いを特定する実験を行った。具体的には、刺激臭のあるペパ

ーミント・スギ・ヒノキ・マツ・レモングラス・ユーカリ・スペアミントの 7種類の精油を使用した。温暖な季節になると、カメムシ

が姿を現すようになる。カメムシの出現に伴い、私たちの生活の中でさまざまな問題が生じる。たとえば、授業中にカメムシ

が侵入して一時的に授業が中断されたり、洗濯物に付着したり、農作物に被害を与えたりする。このように、カメムシによる

被害は多岐にわたる。そこで私たちは、カメムシの被害を軽減させるために本研究を進めることにした。 
 
2.2 研究手法 実験準備 

 

  

 

 

 

 

         ペットボトルを二等分する    切り口を接合しガーゼを貼る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ペットボトルの横に物差しを置き、ペットボトル内部の接合部分にカメムシを配置する 
 

図２：実験準備 



今回の実験では、ペットボトルを縦に二等分し、飲み口どうしをつなぎ合わせて、2 つの空間を持つ装置を作成した。この 2

つの空間には、それぞれ植物の精油を染み込ませたガーゼと、何も染み込ませていないガーゼを設置した。装置の中央に

物差しを使ってカメムシを配置し、その状態で実験を行った。このような装置にした理由は、以下の通りだ。従来の装置では、

精油を染み込ませたろ紙と水を染み込ませたろ紙の距離が近すぎるという問題があった。また、装置の大きさがコップ程度と

小さいため、精油の成分や匂いが空間全体に充満しやすいという課題もあった。そこで、精油の有無によって空間を明確に

分け、匂いが混ざりにくくなるように、飲み口の部分を境目として使用する構造に工夫した。 

2.2 研究手法 研究内容 
 

表１：各植物の精油内の成分の一覧[4] 

 
 

各植物の精油に含まれる成分を調べたところ、すべての精油に共通して上記のようなテルペン類に分類される成分が含まれ

ていることが分かった。次に、実験準備でも述べたように、植物の精油を染み込ませたガーゼと、何も染み込ませていないガ

ーゼの 2つを装置内に設置した。そして、カメムシの移動範囲を測定するために、1 メートルの物差しを使用した。装置の境

目である飲み口の位置に物差しの 50cm の目盛りを合わせ、そこを「0cm」として、カメムシがどちらの方向に何 cm 進むかを記

録した。この実験では、特定の精油に対してカメムシが忌避反応を示すかどうかを確認することを目的としている。そのため、

もしカメムシが精油を染み込ませていない方向へ進めば、私たちが意図する忌避行動が見られたと判断できる。よって、精油

のない方向を「正の方向」、精油のある方向を「負の方向」としてデータを整理した。 

 
2.2 実験方法 

カメムシの頭を精油のある方向に向けて装置の中心からスタートさせ、5分間放置した後、中心から何 cm 移動したかを計測

した。頭を精油のある方向に向けた理由は、予備実験の結果に基づいている。予備実験では、本実験と同様の条件で実施し

たところ、カメムシは頭の向いている方向に進行する傾向があることが確認された。仮に、使用した精油に対してカメムシが実

際に忌避反応を示すのであれば、頭が精油の方向を向いていても、その匂いを避けるために方向転換し、精油を含まないガ

ーゼのある側へ移動すると考えられる。したがって、最初から頭を精油のない方向に向けてしまうと、忌避反応による移動なの

か、単に進行方向の習性によるものなのかを判別できなくなるおそれがあるため、頭を精油のある方向に向けて実験を開始

することにした。 

  
（松原） 

 

 



第３章 結果と考察 

 
３.１ 結果 

表２：実験から得た値 

 

n回目＼植物 ペパーミント スギ ヒノキ マツ レモングラス ユーカリ スペアミント 

1 -9.8 -0.2 -28.0 1.2 -2.0 29.0 22.4 

2 -4.6 -28.0 6.2 26.0 18.7 10.8 7.6 

3 -4.3 1.0 -10.0 5.7 13.6 -1.0 3.4 

4 0.0 25.0 8.3 6.4 -1.2 -0.2 4.8 

5 3.7 9.0 9.2 2.6 28.2 -1.4 15.2 

6 5.2 -5.8 -27.0 24.6 -5.8 24.4 28.0 

7 5.8 -1.2 27.1 10.2 19.2 16.2 -1.4 

8 12.2 2.2 -6.2 -13.0 5.3 -1.6 29.6 

9 12.4 -4.7 1.4 -10.0 2.6 10.2 5.4 

10 14.0 -17.8 23.0 5.8 30.0 0.0 24.6 

11 15.2 13.5 8.8 1.2 -12.3 -16.0 9.0 

12 15.4 0.4 1.2 6.0 29.4 6.4 27.2 

13 23.2 -0.8 -14.4 29.8 5.2 3.0 8.6 

14 24.8 8.0 16.6 22.0 -1.6 -1.6 24.8 

15 26.1 -21.1 3.1 29.4 25.0 -11.2 10.4 

※平均 9.29 -1.37 1.29 9.86 10.29 4.47 14.64 

※標準偏差 10.70 13.00 15.61 13.13 13.55 11.72 10.08 

                   
( 単位 : cm ) 

             
図３：表２の値のろうそくチャート 



図１から読み取れることとして、スギ・ヒノキで得た値は範囲が広く、スペアミントで得た値は正の値に偏っていることがあげられ

る。 

 
３．２ 検証 
実験で得た結果をもとに各植物が忌避反応を起こしていると断定するために検定を行う。 
（ここで、今回設けた 0.0cm を忌避反応の有無の基準とする。) 

 
(ⅰ).検定１ 
 
7種類の各植物において平均値に注目し、平均値が 0.0cm を超えているかどうかを、不偏分散が既知であるため Student の

t 検定を用いて検定する。帰無仮説、対立仮説は以下の通りである。 

 
H0：平均値は 0.0cm 以下である  忌避効果がないまたは逆の効果がある 
H1：平均値は 0.0cm よりも大きい 忌避効果がある 

 
有意水準 0.05 の右側検定で自由度 14 における統計検定量 1.7613 である。以下の式に各値を代入して得た値は表３に記

載している。 

 

T：統計検定量 x̄：標本平均 m：比較基準値(0.0cm) s：標準偏差 n：標本数 

 
表３：検定１における各値 

 

 

ペパー 

ミント 
スギ ヒノキ マツ 

レモン 

グラス 
ユーカリ 

スペア 

ミント 

平均(x̄) 9.29 -1.37 1.29 9.86 10.29 4.47 14.64 

標準偏差(s) 10.70 13.00 15.61 13.13 13.55 11.72 10.08 

統計検定量(T) 3.361  -0.407 0.319 2.909 2.939 1.476 5.624 

 
以上より、ペパーミント、マツ、レモングラス、スペアミントは帰無仮説を棄却できるため 
忌避効果があるといえる。 

 

 

 

 

 

 



(ⅱ).検定２ 
 
次に京都府立園部高校の先行研究からスペアミントに着目する。そこで、スペアミントの平均値とその他の植物それぞれの平

均値を比較し、スペアミントが秀でて忌避反応を起こさせる植物かどうかを調べるために、Welch の T検定を用いる。帰無仮

説、対立仮説は以下の通り。 

 
H0：平均値に差はない 
H1：平均値に差がある 

 
有意水準 0.05 の両側検定で自由度 28 における統計検定量は 2.048 である。以下の式に各値を代入して 得た値は表２に
記載している。 

 
                                       t ：統計検定量 x̄1：スペアミントの平均値                          

                                      x̄2：比べる植物の平均値 s1：スペアミントの標準偏差  

                                      s2：比べる植物の標準偏差 n1：スペアミントの標本数 

                                      n2；比べる植物の標本数 

 

  
 

 

 

表４：検定２における統計検定量 

 

 ペパーミント スギ ヒノキ マツ レモングラス ユーカリ 

統計検定量(t) 1.4102 3.7687 2.7830 1.1184 0.9981 2.5489 

 
  
赤で囲まれた、スギ、ヒノキ、ユーカリでの統計検定量は T値 2.048 よりも大きくなるので H0 を棄却でき、スペアミントの平

均値はこの植物の平均値よりも大きいと言える。しかしペパーミント、マツ、レモングラスの統計検定量は T値 2.048 より小さ

くなり、H0 を棄却できないため、スペアミントの平均値とこの植物の平均値には差がないと言える。 

 

３．３ 結論 

 
使用したペットボトルの全長は 30.0cm であった。0.0cm を基準に 0.0〜30.0cmの範囲を匂いや成分が充満している範囲とし

た。その結果、ペパーミント・マツ・レモングラス・スペアミントの４種類の植物はカメムシに対して忌避反応を起こさせるといえ

る。またスペアミントは、スギ・ヒノキ・ユーカリの３種類の植物に比べて、忌避反応を起こさせる効果が高いが、ペパーミント・マ

ツ・レモングラスの３種類の植物と比べると、その効果に差があるとはいえなかった。 

 

（鈴木） 

 
 

 

 

 

 



３．４ 今後の課題 
 
 １つ目は、実験の条件について。今回の実験では約 10匹のカメムシを使った。当初の予定では精油の種類や実験日ごとに

個体を変え、個体ごとに同じ回数ずつ実験を行うつもりだった。しかし、実験の途中でカメムシが死んでしまい、弱ってしまっ

たことからすべての個体で同じ回数の実験をすることは出来なかった。そのため、今回はカメムシの個体ごとにデータを区別

せず、精油ごとにデータを集計し検定を行った。実験回数の関係で忌避反応の個体差を無視して検定を行ったので、結果の

信頼性が損なわれてしまった可能性がある。今後の課題としては個体ごとの実験回数や精油の種類を変えず、条件を揃えて

実験を行っていきたいと思う。 
 ２つ目は、精油の成分について、今回精油に含まれている成分については実験で調べることができなかったのでインターネ

ットで調べた。しかしながら、使用した精油のメーカーや販売業者に違いがあったため、細かい成分内容は調べられなかった。

そのため、精油に含まれている成分割合や微量に含まれている物質については分からなかった。今後はどのような物質が具

体的に作用しているかもっと詳細なことを研究したいと思っている。課題としては外部の教育機関や企業に協力を依頼し、液

体クロマトグラフィーやガスクロマトグラフィーなどの精密機械を使って精油の成分分析をしていきたい。 

 
 ３．５    今後の展望 

今後の展望としては主に今後の課題で述べた反省点を生かして研究に取り組みたいと思っている。特に精油の成分につい

て、液体クロマトグラフィーが外部の教育機関で借りることができるとわかったので、協力を依頼し成分分析を行いたいと思っ

ている。また、今回の実験では虫除け効果のある植物を調べ研究してきたが、当初の実験計画では小さな子供やアレルギー

反応が起こりにくい植物由来の虫除け剤を作りたいと思っていた。時間の都合や実験器具などの要因で今回は開発まで辿り

着くことができなかったが精密機械による分析を行って、さらに詳しい植物の成分内容がわかれば人体に負担が少ない虫除

け剤の開発に踏み込めるのではと考えている。 

（角） 

第４章 終わりに 

 
４．１ 研究における班員の役割 

 
    実験 実験結果の記録      川﨑 智陽 

 
    実験 カメムシの捕獲       松原 龍之介 

    
    実験 実験結果の記録      鈴木 きらは 

 
    実験 カメムシの飼育       角 知沙姫 
 
    実験 精油の購入         武田 梨 

 

                 

 
４.1.１ 研究に取り組んで - 川﨑 智陽 
 
最初は「経済」を研究テーマにし、5人で集まって議論を重ねたが、内容が難しく、方向性が定まらずに頓挫してしまった。そ

の経験から、より実践的で身近なテーマとして「害虫が嫌がる植物」について研究することにした。このテーマに決めてから

は、実際にフィールドワークを行って植物を採取したり、害虫の飼育をしたりと、地道な作業に取り組んだ。中でもカメムシに焦

点を当て、観察や実験を重ねることで、最終的にカメムシが嫌がる植物を特定することに成功した。研究の過程では、思い通

りにいかないことも多くあったが、それでも最後までやり通すことで得られる達成感や学びの大きさを実感した。途中で諦めず

に粘り強く取り組むことの大切さを、今回の活動を通して学ぶことができた。 
 
 



４.1.２ 研究に取り組んで - 角 知沙姫 
 
私はこの研究活動を行って沢山の成長や学びを感じる機会があったと思う。テーマ設定がなかなかできずに研究スタートが

遅れて十分な実験時間が取れないなどの挫折や課題に私たちはたくさん直面した。それでも班員が一丸となってなんとか研

究をかたちにして結果を出そうと努力できたのは SDS探究で培われた諦めない精神や協調性があったからだと思う。これから

大学や社会に出てもこれらのスキルは必ず役に立つと思うし、この先また挫折や課題に直面してもこの 1年間の成長を思い

出して頑張っていきたいと思っている。 
 
４.1.３ 研究に取り組んで - 鈴木 きらは 

 
一年通して SDS探究を行ってきて、とても成長したと感じることがたくさんあった。研究をできるだけ価値あるものにするにはど

うしたらよいかを考えることが、SDS基礎のときよりも重要視でき、多角的な視点を持てるようになった。今回の研究では反省点

も多いものとなってしまったが、研究の楽しさを常に持ちながら研究を進められたり、過去の自分よりも積極的に意見を述べる

ことができたり、また今までで一番長かった固定のメンバーと活動の中での人間関係の構築であったりと、今後の人生におい

ても継続して意識したいことが身についた経験となり、とても有意義な一年であった。 
 

４.1.４ 研究に取り組んで - 武田 梨 
 
今回の研究では、ふだん何気なく見ている植物に虫よけ効果があることを調べる中で、科学の面白さを改めて実感した。実験を進

める中では、思い通りの結果が出ないこともあったが、そのたびに原因を考え、方法を見直して改善を重ねることで、一歩ずつ前に

進むことができた。研究を通して、自分の頭で疑問を持ち、それを解決するために行動する姿勢の大切さを学んだ。また、発表の準

備では、聞き手にわかりやすく伝えるための工夫が求められ、話し方やスライドの構成にも意識を向けるようになった。自らテーマを

見つけ、調査し、まとめて発信するという一連の経験はとても貴重で、大きな達成感を得ることができた。今後も身近なことへの疑問

を大切にしながら、学びを深めていきたいと思う。 
 
４.1.５ 研究に取り組んで - 松原 龍之介 
 
今回、カメムシが忌避反応を示す植物の精油を調べるという研究で、私は自らの「粘り強さ」を鍛えること、そして何より、この学び舎

でともに学びゆく学友との、友情を超えたチームワークを育むことができたと感じた。最初は、私達は経済について研究していて、自

然科学とは無縁のテーマだった。そこから、有意義かつ高校生でも実施できる範囲の研究を模索し、度重なる失敗から学び、試行

錯誤してようやくこのテーマにたどり着いた。テーマを決めた後も、カメムシが「忌避反応」を示しているとする定義や、その具体的な

効率の良い実験方法も、失敗に失敗を重ねながらようやく確立することができた。この SDS探究で培った経験を活かして自らの進

路を実現し、世界へと羽ばたいていけるように、これからも日々精進していきたいと思った。 
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